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現地の言葉で「カネを焼く」と呼ばれるこの行為は、2008 年 6～10 月に大流行したそうである。
まず、少額の外貨を闇両替し ZDを銀行振込みで受け取る。その後、数日かけて辛抱強く ATMか
ら ZDを引き出す。今度はその ZD現金を外貨に闇両替する。こうすると、たとえば 1米ドルの元
手が 4500ZD の預金となり、それを引き出した 4500ZD の現金が 5 米ドルに化けるのである。そ
もそも闇両替自体が違法で、「カネを焼く」という行為に後ろめたさを感じる人もいたそうだが、
困難な状況の中で生まれた妙案に感心するばかりだった。 
 本書は「お金」に焦点を当てているため、お釣りとして使われる小額紙幣（といっても額面は
500億！）を含めた ZD現金の不足問題については扱っているものの、ハイパー・インフレ下で現
金不足とおそらく対をなしていたであろうモノ不足の問題についてはあまり述べられていない。
しかしながら、ハイパー・インフレを単に混乱と無秩序の時期とするのではなく、混乱のなかで
人びとが取った行動に一定の合理性を見出し、新たな価値規範を模索する様子を描いた本書は、
ハイパー・インフレ期のジンバブウェを理解する上での必読書である。 
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